令和７年４月１２日
団　委　員　長　　　様
カブ、ビーバー隊長　様
組織広報委員会
令和7年度 組織広報にかかわるキャンペーン活動について
はじめに
　令和7年度の初期登録（スカウト605名、指導者264名）は、前年末より111名（スカウト90名、リーダー団委員21名）の減少です。スカウトの１２％が退団した計算になります。まさに危機的状況です。そこで下記のキャンペーン活動を展開することにしました。

[bookmark: _Hlk195468180]『ともだちおいでよ！大作戦』
1． 事業の目的
　ビーバー活動は10人から20人、カブ活動は6人からなる組を4個で活動すことによって、本来のスカウト教育の目標が達成できることを再度認識する。そのために、「スカウトの仲間を増やそう！」という気運を団全体で高める。
2． 事業内容
（1） スカウトと保護者に「集会に、年長以上の友達を連れてきたら、君の写真入りの缶バッジをプレゼントします。」と伝える。
（2） 友達を連れてきたスカウトの保護者には「缶バッジにしたい写真をデジタルデータで欲しい。」と伝え入手する。
（3） そのデータを、地区組織広報委員長に転送する。
（4） 県連盟広報委員会は、缶バッジを制作し、該当地区へ渡す。
（5） 隊長は、セレモニーで盛大にスカウトに渡す。
『新聞に載ったよ！うちの団』　　　　　
1． キャンペーンの目的
　スカウト活動を新聞というメディアを活用して、地域社会に認知してもらう。また、掲載された団のスカウトや保護者の自信と喜びにつなげる。
2． キャンペーン内容
（1） 各団が、「1年に1回は新聞記事として取り上げてもらおう」と団で努力する。
（2） 新聞記事になった場合は、地区組織広報委員長に連絡する。その後、県へ連絡。。
（3） その記事を「ぎふのスカウト」に掲載することもある。

◆各隊のスカウト通信で『ともだちおいでよ！大作戦』をお知らせください。。
◆いずれのキャンペーンも、理事会で進捗状況を報告する。
「ともだちおいでよ！大作戦』はじめます


[image: アイコン　ビーバー隊隊長]
≪ビーバー、カブ隊長へ≫
①スカウトに伝えてください。
「集会にお友だち（年長以上）をつれてきたら、
あなたの写真入り特製缶バッジをプレゼントします！」と。
[image: ボーイスカウト神戸4団]↓
②「隊長、連れてきたよ！」　
　　　　　↓
③そのスカウトの写真1枚を保護者からデジタルでもらう。
[image: サムズアップする探検隊の男の子 ボーイスカウト 冒険 ...]　　　　　↓
[image: ]④隊長は、写真データを地区組織広報委員長に送る。
[image: サムズアップする探検隊の男の子 ボーイスカウト 冒険 ...]　　　　　↓
⑤約１か月後、隊長は缶バッジを受け取る。
　　　　　↓
⑥隊長からスカウトへ、みんなの前で缶バッジを渡す。
　　　（他のスカウトは、「私も誰かつれてこよっと！」と思う。）
　　　　　　　　≪スカウトが増えるタネをまきましょう≫
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